
 

青少年教育関係者，学 

校教育関係者，その他 

自然体験活動に興味・ 

関心のある方で，自然 

体験活動指導者として登録する 

意志のある１８歳以上の方。 

定員：４０名 

※定員になり次第，募集を締め切らせ

ていただきます。 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（石川県羽咋市柴垣町 14-5-6） 

 
 
 
 
 
 
（食事代とシーツ代） 
 

 
※飲み物代として別途６００円を
集金します。 

 

● 学校教育における体験活動の意義（講義） 

● 教育課程と体験活動の関連性（講義） 

● 自然体験活動の技術（実習） 

● 安全管理（講義・演習） 

● 救命救急法（実習）※普通救命講習修了証がもらえます。 

● 体験活動の指導法（講義・演習） 

● プログラムの企画・立案（講義・演習） 

 

●研修課程を修了された方は，独立行政法人国立青少年教育振 

興機構より修了証を交付いたします。 

●修了認定を受けるためには，指導者養成カリキュラム（24 時 

間）を完全に履修する必要があります。 

●本研修終了後に個人情報を登録することに同意された方は， 

「自然体験活動全体指導者」として登録され，登録された情 

報をもとに，教育委員会等を通じて，小学校等に全体指導者 

として紹介される場合があります。 

●福井大学，金沢大学，金沢星稜大学，富山大学，富山国際大学から交流の

家までバスで送迎いたします。 
●「自然体験活動全体指導者」として履歴書や教員採用試験志願票等に記入

できます。 

●申し込み方法 
参加申込書の内容を下記 

まで電話，ＦＡＸまたは 

Ｅメールにてご連絡くだ 

さい。参加者には，後日， 

詳細な文書を郵送します。 
 

 

TEL(0767)22-3121 

FAX(0767)22-3125  

E-mail：noto@niye.go.jp 福田 
教員を目指している 

平成２２年度文部科学省委託事業「青少年体験活動総合プラン 
 
 
 
 
 
 

教員を目指している方 
子どもの自然体験活動に興味のある方 

ぜひ受講を！ 
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【 日 程 】 ※日程や研修内容につきましては，変更することがあります。 

午

前 

○受付 9:30・開講式 10:00 

○講義「学校教育における体験活動の意義」 講師：福井大学 宗倉 啓 

10 月 9 日 

（土） 午

後 

○実習「体験活動の指導法：アイスブレイク」 指導：交流の家職員 

○実習「自然体験活動の技術：いかだ体験・アーチェリー」 指導：交流の家職員 

○講義・演習「体験活動の指導法」 講師：金沢大学 齊藤 一彦 

○実習「自然体験活動の技術：ナイトアドベンチャー」 指導：交流の家職員 

午

前 

○実習「体験活動の指導法：体験学習法」 指導：交流の家職員 

○講義・演習「安全管理」 講師：福井大学 水沢 利栄 

10 月 10 日 

（日） 午

後 

○実習「自然体験活動の技術：野外炊飯」 指導：交流の家職員 

○講義「教育課程と体験活動の関連性」 講師：富山大学 松本 謙一 

○講義・演習「プログラムの企画立案」 講師：富山大学 松本 謙一 

○交流会 

午

前 
○講義・演習「プログラムの企画立案（グループ発表）」 講師：富山大学 松本 謙一 

10 月 11 日 

（月） 午

後 

○実習「救命救急法」 講師：羽咋消防署 

○閉講式 16:40 
  

平成 22 年度文部科学省委託事業「青少年体験活動総合プラン」 

『学校長期自然体験活動指導者養成研修』 参加申込書 
                                  平成２２年  月  日 
国立能登青少年交流の家所長 殿 

下記のとおり申し込みます。 

【ＴＥＬ】 0767-22-3121   【ＦＡＸ】 0767-22-3125   【メール】 noto@niye.go.jp 
※ ９月２４日（金）まで受付。※定員になり次第，締め切らせていただきます。 
※ この様式は国立能登青少年交流の家ホームページ(URL http://noto.niye.go.jp/)からもプリントアウ

トできます。 
※ 「参加申込書」に記載された個人情報は，本事業においてのみ使用します。また，当青少年交流の

家では，個人情報の取り扱いに十分注意を払ってまいります。 
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携帯番号                     
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学年     年 

１．各大学からの送迎バス利用 

２．自家用車 
交通手段 

該当する番号へ○印 

 

３．ＪＲ羽咋駅より交流の家への送迎車利用  


